
県政へ、願いを届けたい。　

県議会に子どもの医療費助成の拡充や少人数学
級の実現を求めても、「財源がない」と不採択。
この間、少子化に伴い教師を減らして 100 億円
浮かせました。教員の数をそのまま残せば少人数
学級は可能でした。県庁舎の建て替えに建設費
550 億円、新庁舎の中には迎賓機能のある「特
別応接室」や「展望ロビー」など必要とは思えな
い施設もあり、このような無駄遣いを許している
オール与党の構図を打ち破り、県政に大垣市民の
声を届けたいです。
大垣市議会議員 4 期　1950 年生

必ず止める。医療の改悪。

「月 6万円の年金から 8千円も保険料が引かれて
いた。こういう政治の感覚どうかしている」と、暮
れにまた一件、年金生活の女性からの訴えをお聞
きしました。今年は 10月に、消費税増税をひか
えています。「垣老」の存続や国保負担、高齢者
の交通手段の問題など、くらしや健康を守る大垣
市政の役割を痛感しています。子どもから高齢者
まで、安心して医療や介護、福祉や保育を受ける
ことができる政治をめざして頑張ります。
党市福祉対策委員長　社会福祉士　1970 年生

勝負の年。子育て世代の目線で。

「若者の声を議会に届けたい」と訴え初当選して
4年が経とうとしています。この間、家族が増
え、2人の子どもにも恵まれました。2018 年は
皆さんのご協力を頂き、「重すぎるランドセル実
態調査」に取り組み、議会で取り上げることがで
きました。４月の統一地方選挙では必ず再選を勝
ち取り、若者に加え、子育て世代の声を議会に届
けるべく頑張る決意です。今年もよろしくお願い
します。
大垣市議会議員 1 期　1986 年生

豊かな地下水とみどりの自然にかこまれ、「垣老」に象徴される福祉豊かな大垣の町が好きです。そし
て誰もが安心して住み続け、次世代を産み育てられる平和な地域社会を願っています。しかし安倍政
権は、改憲に手を付け、軍事費はうなぎのぼり、消費税１０％の増税と、市民の願いとは全く違った
方向に突き進んでいます。今年は勝負の年です。共産党の躍進で、安倍政権にストップをかけましょう。

2019 年新春号外　日本共産党の見解をご紹介します。
発行：日本共産党大垣市委員会　住所：大垣市室本町 5-8 　☎　0584-78-6865

ご意見・ご相談、お気軽にお寄せ下さい！

笹田トヨ子：sanbal@sasada-toyoko.jp
中田としや：nakatatoshiya015@gmail.com

はんざわ多美：hancyan_tamicyan@yahoo.co.jp
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単位（兆円）19年は見込み

中田としや はんざわ多美 笹田トヨ子

止める。改憲、増税、腐敗の安倍政治。
共産党の躍進で、大垣市に悪政は持ち込ませない。

防衛費の推移：7年連続増で過去最高 5兆２５７４億円



新年おめでとうござます。「勝つ方法はあきらめ
ないこと」―昨年は、沖縄辺野古に掲げられたこ
のスローガンをかみしめる年でした。世論と共同
の力が沖縄知事選挙勝利に実り、自民党改憲案の
国会提示も許しませんでした。今年こそ、地方選、
参院選勝利で安倍暴走内閣に退場の審判を下しま
しょう。参院比例候補として、共同の実現と勝利、
日本共産党の躍進と自らの４選へ、「猪突猛進」
します。ご支援、よろしくお願いします。

参議院議員　井上　さとし

国政と市民のくらしを結び
身近な市政の課題を解決する。

「患者中心の医療」を求めて
大垣市民病院では、医療費の未払い相談を業務委託をしている派遣職員に
させていたことや、厚労省が挙げている「病棟管理上個室料金を取っては
ならないケース」から個室料金を請求していたことなど、大垣市民病院の
理念である「患者中心の医療」が本当に実践されているのか質し、患者さ
んの生活事情をしっかり受け止め、福祉の視点で対応するよう求めました。
（笹田トヨ子の 12月議会一般質問）

合成土壌汚染問題
リスクコミュニケーション開かれる

岐阜県と日本合成㈱に申し入れを行っていたリスクコミュニケーションが
上屋工場と大垣工場で開催され、地域の自治会長、岐阜県・大垣市・工事
を請負う事業者そして笹田・中田市議会議員が出席しました。工事内容の

説明後工場内の見学を行い、意見交換では参加者から次々と質問が出
されました。初めての試みで、十分とは言えないが住民と会社側の意
見交流の場になりました。

高齢者の足を守って
高齢化とともに地域の移動保障の要望は日に日に高まっています。「神戸町
の “バラタク” のような交通手段が欲しい」という声。移動は権利であり、
まちづくりでもあります。今年は市民参加で「我が町の公共交通どうする

べきか」考える年です。

県立高校にエアコン設置予算
岐阜県 9月議会に「県立学校すべての教室と体育館の空調（冷房）設置を
求める」請願が中川ゆう子県議（共産）の紹介で提出されましたが、自民・
公明の県議をはじめオール与党県議の反対で不採択。しかし世論と運動の

力に押されて、12月県議会にエアコン設置の予算計上。

市民と野党の共
同で国政も市政
も前へすすめる

地方でも国政でも、日本共産党と立憲野党の躍進で、安倍政治を必ず変える。

12 月議会の文教厚生委員会にて、中田議員が垣老について発言しました。
今後も 70歳～ 74歳を対象に老人医療費助成を続けるか、との問いに「今
後は未定」との答弁がありました。それを受けて、窓口負担が１割で済ん
で非常に助かっている、という市民の声を紹介し、制度の存続を要望しま
した。一方、政府は 75歳以上の医療費を 2割に引き上げようという案を
検討中です。共産党は将来的には「窓口負担ゼロ」が望ましいと考えており、
その第一歩として 70歳以上は 1割負担とすることを目指しています。

民主おおがき 2019 年新春号外は、誰もが読みやすい「ユニバーサルデザインフォント」を使ってつくられています。

新年あけましておめでとうございます。
ウソとごまかし、隠ぺいを繰り返して暴
走する安倍政権を倒す決戦の年を迎えま
した。憲法 9条壊すな。消費税１０％増
税は中止せよ。たたかいと日本共産党の
躍進、そして岐阜県での市民と野党の共
闘実現と勝利へ、決意新たにがんばりま

す。本年もよろしくお願いいたします。

日本共産党岐阜県委員会書記長　高木光弘

 後期高齢者医療 2 割負担！？

どうなる、垣老

さあ、激動の政治情勢に「総決起」だ！

新春総 決 起 集 会
2019 年 1 月 26 日（土）13:30 ～
大垣市総合福祉会館　ホール

第一部　文化行事
第二部　地方議員選挙予定候補者
　　　　国会議員　訴え 武田良介参院議員、来たる

▲ 12月 20 日、西濃社会保障推進協議会と大垣市の懇談の場でも「垣老」存続の要望
が出されました。


